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公益財団法人 朝鮮奨学会

2015年度(平成27年度)事業報告書

2015年(平成27年)4月1日～2016年(平成28年)3月31日

要 旨

奨学金給付事業において、大学･大学院奨学生の募集人数を前年度に比べて10名増の760名と

し、高校奨学生は前年度に比べて50名減の850名とした。高校生の応募者は2013年度から３年連

続で募集人数を下回った。奨学生採用者数は前年度より40名減少の合計1,540名(高校生771名、

大学･大学院生769名)となり、年間の奨学金給付総額は225万円減の3億5,098万円となった。

学生支援事業として、奨学生相互の交流と親睦、知識教養の向上に資するため各種行事を開

催し会報誌を発刊した。また学術奨励事業として大学院生の学術交流を行った。

公益目的事業費は上記の奨学金を含めて5億1,574万円を支出。また前年度に引き続き、特定

費用準備資金7,619万円を積み立てた。結果、公益目的事業比率は44.2％となった。

収益事業においては、2014年12月に本館ビルの４分の１共有持分権を取得したので、当年度

は通年で本館賃料全額が本会の収益となり、賃貸事業収益は前年度に比べて2億5,871万円の増

となった。収益事業等会計における経常収益は14億8,285万円、経常費用は7億2,578万円で、特

定資産評価損を差し引いた経常増減額は7億5,516万円となった。公益目的事業会計、収益事業

等会計、法人会計を合算した正味財産増減額は1億6,181万円の増である。

【Ⅰ】奨学金給付と学生支援及び学術奨励事業（公益目的事業１）

１．奨学金給付事業

１）奨学生募集

・奨学生募集要項を2015年２月に下表の宛先に送付するとともに、ホームページ及び本会会

報誌「セフルム」21号に掲載した。

送付先 件数

高等学校 等 5,719

大学 725

教育委員会 等 223

民族団体等 1,025

合 計 7,692

・募集対象：日本の高校・大学・大学院の正規課程に在学する韓国人・朝鮮人学生

・募集期間：高校奨学生 2015年4月1日～5月11日

大学･大学院奨学生 4月1日～5月1日(新規) 4月1日～4月25日(継続)
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・奨学生種類別に下表のとおりの月額給付金額、人数で募集を行った。

奨学生の区分 月額(円) 人数(人) 年度支給予定額(円)

高等学校奨学生 10,000 850 102,000,000

大学奨学生 25,000 650 195,000,000

大学院奨学生
修士・専門職課程 40,000 60 28,800,000

博士課程 70,000 50 42,000,000

合 計 1,610 367,800,000

２）奨学生選考

・書類審査及び面接審査を実施し、奨学生選考委員会の審査を経て採用者を決定した。第１

次選考委員会6/1(月)、第２次選考委員会6/25(木)、第３次選考委員会7/7(火)。

※外部委嘱選考委員：曺基哲(お茶の水女子大学教授)、早乙女雅博(東京大学教授)、柳赫秀(横浜国立大学教授)

・高校奨学生   ：応募者   827名 採用者 771名 採用率93.2%

大学･大学院奨学生：応募者 1,115名 採用者 769名 採用率69.0%

奨学生種類別の応募･採用状況

奨学生の区分 項目 応募者数 採用者数 採用率

高等学校奨学生

当年度

前年度

増減

827

868

-41

771

812

-41

93.2%

93.5%

-0.3pt

大学奨学生

当年度

前年度

増減

927

896

+31

659

661

-2

71.1%

73.8%

-2.7pt

大学院奨学生

修士・専門職課程

当年度

前年度

増減

127

141

-14

69

64

0

54.3%

45.4%

+8.9pt

博士課程

当年度

前年度

増減

61

77

+6

41

43

+2

67.2%

55.8%

+11.4pt

合 計

当年度

前年度

増減

1,942

1,982

-40

1,540

1,580

-40

79.3%

79.7%

-0.4pt

継続･新規別の応募･採用状況

奨学生の区分 継続･新規 応募者数 採用者数 採用率

高等学校奨学生
継続

新規

455

372

417

354

91.6%

95.2%

大学奨学生
継続

新規

364

563

354

305

97.3%

54.2%

大学院奨学生

修士・専門職課程
継続

新規

17

110

17

52

100.0%

47.3%

博士課程
継続

新規

12

49

12

29

100.0%

59.2%

合 計

継続

新規

計

848

1,094

1,942

800

740

1,540

94.3%

67.6%

79.3%
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高校奨学生 採用者内訳

男 女
韓

国

朝

鮮

全

日

制

定

時

制

通

信

制

専

攻

科

１年 ２年 ３年 ４年 ５年
普

通

理

数

商

業

工

業

農

業

水

産

家

庭

芸

術

保

体

国

際

総

合

高等学校（公立）266校 485 210 275 463 22 484 1 141 148 195 1 321 6 16 25 2 1 4 11 4 51 44

高等学校（私立）187校 275 129 146 268 7 269 6 92 104 78 1 242 5 4 4 3 0 3 14

高等専門学校　5校 8 7 1 8 8 3 3 2 8

特別支援学校　3校 3 1 2 3 5 2 1 2 1

合　計　461校 771 347 424 742 29 766 1 6 0 236 254 277 4 0 565 11 20 37 2 1 7 12 7 65 44

学校種別

科性別

合

計

国籍 学　年課　程

大学･大学院奨学生 採用者内訳

韓

国

朝

鮮

国立大学 　  54校 192 123 69 57 118 17 32 35 5 12 19 36 3 2 33 43 37 6 1 27 23 38 30 2

公立大学　   25校 56 24 32 6 48 2 1 7 0 1 0 5 1 1 8 19 18 2 1 10 9 9 16 4

私立大学　 176校 515 197 318 82 394 39 8 16 6 8 13 2 2 5 112 169 190 7 7 119 222 46 54 44

短期大学　    4校 5 0 5 0 3 2 － － － － － － － － 5 0 － － － 4 0 0 0 1

高専専攻科　 1校 1 1 0 0 1 0 － － － － － － － － － 1 0 － － 0 0 1 0 0

合　計　 260校 769 345 424 145 564 60 41 58 11 21 32 43 6 8 158 232 245 15 9 160 254 94 100 51

学部生

学年別

4

年

学部生

系統別

自

然

医

歯

薬

体

芸

家

人

文

5

年

6

年

2

年

3

年

自

然

659

社

会

学部生合計

人

文

社

会

大学院生

系統別

医

歯

薬

体

芸

家

大学院生

課程別

留

学

生

特別永

住者等

大学院生合計

合

計

性別 国籍等

男 女
大学種別

110

専

門

職

博

士

修

士
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３）奨学金給付

・奨学金は年３回、奨学生個人の郵貯銀行口座に４カ月分ずつ振り込んだ。

３回の振込時期は、それぞれ6～8月、10～11月、1～2月である。

・年間の奨学金給付総額は3億5,098万円（前年度3億5,323万円 225万円減）。

奨学生の区分 採用者数 年間辞退数 年度末在籍数 年間奨学金額(円)

高等学校 760 4 756 91,060,000

高等専門学校 8 0 8 840,000

特別支援学校 3 0 3 360,000

小計 771 4 767 92,260,000

大学（学部生） 659 29 630 192,300,000

大学院 専門職課程 11 0 11 5,280,000

大学院 修士課程 58 3 55 27,120,000

大学院 博士課程 41 1 40 34,020,000

小計 769 33 736 258,720,000

合計 1,540 37 1,503 350,980,000
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２．学生支援事業

文化教養事業

年間行事

奨学生相互の交流と親睦、知識教養の向上のため以下の行事を行った。

行事対象地域（都道府県）

本部：東京、神奈川、千葉、埼玉

関西：大阪、京都、兵庫、滋賀、奈良、和歌山

東海：愛知、三重、岐阜

福岡：福岡、山口、大分、佐賀

①高校奨学生歓迎会

地域 開催日 会 場 対象者数 出席者数

京都 6月27日(土) 京都私学会館 52名 32名 +保護者1名

兵庫 6月27日(土) 兵庫県学校厚生会館 135名
83名 +保護者2名

+高校教員1名

大阪 6月28日(日) 梅田アクトスリーホール 271名 161名 +保護者11名

本部
(東京)

7月 4日(土) 朝鮮奨学会 本部会議室 145名 73名

東海 7月 5日(日) 名古屋会議室(名駅モリシタ) 36名 15名

福岡 7月 5日(日) パークサイドビル(小倉) 34名 24名

合 計 673名 388名 (57.7%)

内容：奨学会紹介ビデオ上映、歓迎辞、選考結果報告、懇談 他

②大学･大学院奨学生歓迎会

地域 開催日 会 場 対象者数 出席者数

本部

（東京）
7月26日(日)

新宿住友ビル

   スカイルーム
272名 160名

関西

(大阪)
7月25日(土) 梅田アクトスリーホール 326名 182名

合 計 598名 342名 (57.2%)

内容：奨学会紹介ビデオ上映、代表理事歓迎辞、選考結果報告、懇親会 他

③第43回 高校奨学生サマーキャンプ

対象者 全ての高校奨学生 参加費 8,000円

開催日 2015年7月27日(月)～30日(木) 場 所 富士箱根ランド（静岡県）

参加者数 高校奨学生 63名  大学奨学生スタッフ 12名

主な内容

・学習：ビデオ学習、民族楽器体験、母国語学習、歌

・班討論

・レクリエーション：班対抗ゲーム、スポーツ大会、バーベキュー、

          富士山ハイキング、キャンドルファイアー 他
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④大学奨学生懇談会

学部生を対象として本部と関西地域で実施。１グループ 10～20 名で懇談を行った。

主な話題は国籍、アイデンティティー、就職活動、他。

地域 開催日 会 場 対象者数 出席者数

本部

10月1日(木)

～

10月7日(水)

朝鮮奨学会 本部（東京） 225名 147名

関西

9月28日(月) コープイン京都

292名 171名

9月29日(火) 兵庫県民会館

9月30日(水)

～

10月5日(月)

朝鮮奨学会 関西奨学会館（大阪）

合 計 517名 318名

⑤秋の交流会

地域 開催日 内容・場所 出席者数

本部 9月27日(日) 靖国神社（遊就館）フィールドワーク 高校生 14名

東海 10月18日(日) 岐阜城・金華山
高校生  9名

大学生 10名

関西 10月18日(日) インスタントラーメン発明記念館 高校生 17名

福岡 10月18日(日) 関門海峡巡り
高校生 11名

大学生 13名

合 計
高校生 51名

大学生 23名

⑥講演会（大学･大学院奨学生対象）

地域
対象者数

開催日 会 場 講師・演題
出席者

数

本部

265名
11月14日(土)

エステック

情報ビル

高橋哲哉 (東京大学大学院教授)

「『戦後70年』の日本と歴史認識」
55名

関西

321名
11月8日(日)

ツイン21

ＭＩＤタワー

安田浩一 (ジャーナリスト)

「差別と偏見の現場を取材して

  ～ ヘイトスピーチとは何か」

71名

⑦教養講座（大学･大学院奨学生対象）

地域 開催日 会 場・内 容 参加者数

本部 12月6日(日) 東京国立博物館・王仁博士碑 見学 36名

関西 11月1日(日)
映画「あんにょん・サヨナラ」上映
（関西支部ホール）

25名
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⑧第37回ウリ高校奨学生文化祭

開催日時 12月19日(土) 午後２時 開演 ３時40分 閉演

場 所 メルパルク大阪(新大阪)

出演者

54名（高校奨学生 37名 その他の高校生 16名 大学奨学生OB 1名）

・高校奨学生有志 ４地域(関東、関西、京都、福岡)

・学校出演 ３校

・個人出演 ４名

観覧者 392名（高校生181名 大学生88名 学校関係者22名 保護者57名 一般44名）

主な演目

合唱

舞踊（小鼓の舞、チェンガンの舞）

楽器演奏等（サムルノリ、ソルチャンゴ、ピアノ独奏、フルート独奏、チャンセナプ独奏）

⑨高校奨学生 卒業生歓送会

地域 開催日 会 場 対象者数 出席者数 出席卒業生

本部
2016年
2月14日(日)

朝鮮奨学会 本部会議室 145名 46名 7名

京都 2月6日(土) 京都私学会館 52名 16名 3名

兵庫 2月6日(土) 兵庫県学校厚生会館 134名
59名
＋保護者2名

＋高校教員1名

10名

大阪 2月7日(日) 此花会館 270名
85名
＋保護者2名

29名

東海 2月6日(土) 伊太利食堂ゼンゼロ 36名 10名 4名

福岡 2月7日(日) パークサイドビル（小倉） 34名 14名 3名

合 計 671名 230名(34.3%) 56名

⑩大学･大学院奨学生 卒業生歓送会（本部と関西では合わせて母国語発表会を実施）

地域 開催日 会 場 対象者数 出席者数 出席卒業生

本部 2月14日(日) 東医健保会館 269名 112名 31名

関西 2月7日(日) 此花会館 320名 123名 41名

東海 2月6日(土) 伊太利食堂ゼンゼロ 36名 19名 2名

福岡 2月7日(日) 中国菜館福新楼 28名 9名 1名

合 計 653名 263名(40.3%) 75名
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⑪母国語講座

地域 開講日 会場 対象者 受講者数

本部

8月24日(月)～28(金)

（全５回） 朝鮮奨学会

本部会議室
基礎･初級

高校生  4名

2016年3月21日(月祝) 高校生  2名

関西

8月24日(月)～28(金)

（予定）

受講申込５名未満のため

開講せず
基礎･初級

―

2016年3月23日(水)

～28日(月)（全４回）

朝鮮奨学会

関西奨学会館ホール
高校生 5名

会報誌「セフルム」22号 発刊

本財団事業の広報と奨学生の教養向上のため、年１回の会報誌を発刊している。

発刊日 2016年2月10日(水) 発行部数 10,500部

体 裁 Ｂ５判 本文76ページ 編集･発行 公益財団法人朝鮮奨学会

送付先

大学奨学生 751  高校奨学生 768

全国の大学 701  全国の高校 5,664

教育委員会等 223  各種団体、他 1,027

（合計 9,143）

※他に2016年度の新規採用奨学生に後日送付予定

主な記事

・《歴史認識を考える》講演要旨、靖国神社と遊就館、歴史探訪 <軍艦島>

・第43回高校奨学生サマーキャンプ

・第37回ウリ高校奨学生文化祭

・わが国の世界遺産 <慶州歴史地域>

・料理 <スジョンガ>

・奨学生紹介（高校生、大学生、大学院生 各4名）

・就職した卒業生紹介（4名）

・芸術系奨学生作品紹介（13作品）

・奨学生レポート紹介

図書室の運営

所在地 朝鮮奨学会本部 開室日 月～金曜日 10:00～17:00

蔵書数

日本語書籍 8,057点  韓国語･朝鮮語書籍 8,662点

日本語雑誌 483誌   韓国語･朝鮮語雑誌 388誌

新聞 51紙（日本語、韓国語･朝鮮語）

※別室「旗田巍文庫」に書籍2,917点、雑誌190点を収蔵

年間利用状況
閲覧者数 98名（うち奨学生 16名）

貸出冊数 148 冊（うち奨学生 10冊）

年間図書購入 日本語書籍 201点
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民族楽器･衣装の貸出

地域 貸出件数 貸出先
貸出数量（延べ）

楽器 衣装 計

本部 7件

大学・大学院奨学生 2件

学生団体 4件

青年団体 1件

5

23 36

16

5

59

16

関西 10件

日本の高校 3件

朝鮮学校 1件

学生団体 4件

青年団体 3件

19

7

19

43

31

19

19

43

38

合 計 17件 54 145 199

３．学術奨励事業

大学院生懇談会・研究紹介

大学院奨学生の学術交流と親睦を図るため、研究紹介と懇親会を行った。

地域 開催日 場所 対象者数 出席者数

本部 10月4日(日) 朝鮮奨学会 本部会議室 45名 25名

関西 10月4日(日) 朝鮮奨学会 関西奨学会館ホール 31名 22名

発表者と研究紹介題目

本 
 

 
部

１.『視覚の運動情報が主観的音量に与える効果』   

（神奈川大学大学院 人間科学研究科 人間科学専攻 修士２年 男性）

２.『植民地朝鮮における朝鮮内農業労働人口移動

―1934～1936 年の南部「罹災民対策」を中心に』

（一橋大学大学院 社会学研究科 総合社会科学専攻 博士１年 男性）

３．展示作品概説

（多摩美術大学大学院 美術研究科 美術専攻 博士１年 女性）

４. 『Research on SAT solver』

（東京大学大学院 情報理工学系研究科 創造情報学専攻 博士１年 男性）

５.『インドネシア・南東スラウェシ州・ブトン島にもたらされたハングル』

（早稲田大学大学院 文学研究科 文化科学専攻 博士２年 女性）

関
西
支
部

１．『彩層分光観測から迫る太陽フレアのエネルギー解放過程』

（京都大学大学院 理学研究科 物理学・宇宙物理学専攻 修士１年 女性）

２．『戦後韓国における障害者福祉政策の初期形成に関する研究

－貧困から制度化を中心に－』

（佛教大学大学院 社会福祉研究科 社会福祉専攻 博士３年 男性）

３．『漆素材を生かす表現』（作品展示）

（京都市立芸術大学大学院 美術研究科 漆工専攻 博士３年 女性）

４．『TiO2–xにおける面状格子欠陥が熱電特性へ与える影響の評価』

（大阪大学大学院 工学研究科 環境・エネルギー工学専攻 博士１年 男性）

５．『小型製品用の三次元形状計測装置の開発』

（大阪大学大学院 工学研究科 機械工学専攻 修士２年 男性）
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（参考）公益事業費と奨学生採用者数の推移
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【Ⅱ】法人業務

１．理事会・評議員会等

１）第245回 通常理事会（2015年6月5日）

第一号議案 2014年度(平成26年度)事業報告書及び決算書案の承認の件

原案通り承認

第二号議案 第132回定時評議員会の招集の件

日時 2015年6月20日(土) 午後２時～４時

場所 （公財）朝鮮奨学会 会議室

議題 ①2014年度(平成26年度)事業報告書及び決算書案の承認の件

②整理回収機構(RCC)への20億円の支払いについて

原案通り承認

２）第246回 臨時理事会（2015年6月20日）

第一号議案 整理回収機構(RCC)への20億円の支払いについて

原案通り承認

３）第132回定時評議員会（2015年6月20日）

第一号議案 2014年度(平成26年度)事業報告書及び決算書案の承認の件

原案通り承認

第二号議案 整理回収機構(RCC)への20億円の支払いについて

原案通り承認

４）第247回 通常理事会（2016年3月4日）

第一号議案 2016年度(平成28年度) 事業計画書及び収支予算書案の審議

一部修正を常勤理事に委任し承認

第二号議案 第133回臨時評議員会の招集の件

日時 2016年3月19日(土) 午後２時～４時

場所 (公財)朝鮮奨学会 会議室

議題 ①2016年度(平成28年度) 事業計画書及び収支予算書案の承認

②役員等候補選出委員会の委員(評議員)選任の件

原案通り承認

第三号議案 「特定個人情報取扱規程」案の承認

原案通り承認

第四号議案 役員等候補選出委員会の委員(理事)選任の件

武者小路公秀・李隆珩・崔根福の３名を委員に選任
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５）第133回 臨時評議員会（2016年3月19日）

第一号議案 2016年度(平成28年度) 事業計画書及び収支予算書案の承認

原案通り承認

第二号議案 役員等候補選出委員会の委員(評議員)選任の件

内海愛子、李成市、金舜植、具大石、田中宏、李宇海の６名を委員に選任

２．組織及び人事  2016年(平成28年)3月31日現在

１）評議員・役員

定数 現在数 常勤 非常勤

評議員 10～15名 12名 0名 12名

理事 5～10名 6名 4名 2名

監事 2名 2名 0名 2名

評議員（就任順）

氏名 就任(初任) 主な経歴

孫 性 祖 1999年4月23日 在日本韓国人学校連合会会長

内 海 愛 子 1999年4月23日 恵泉女学園大学教授

井 出 嘉 憲 2002年3月23日 東京大学教授

奥 島 孝 康 2004年3月19日 早稲田大学総長

李 成 市 2006年3月18日 早稲田大学教授

鄭 東 善 2008年3月22日 会社役員

黄 喆 洪 2008年3月22日 在日本朝鮮人科学技術協会会長

金 舜 植 2008年3月22日 弁護士

具 大 石 2010年3月20日 在日本朝鮮人中央教育会会長

柳 時 悦 2010年3月20日 歯科医師

田 中 宏 2011年6月25日 一橋大学教授

李 宇 海 2012年9月2日 弁護士

役員

役名 氏名 就任(初任) 主な経歴

理事 代表理事 金 鎭 禹 2010年3月20日 会社役員

理事 代表理事 鄭 夢 周 2012年6月23日 団体職員

理事 非 常 勤 武者小路公秀 1996年3月30日 国連大学副学長

理事 非 常 勤 宮 崎 繁 樹 1997年12月27日 明治大学総長

理事 常務理事 李 隆 珩 2008年3月22日 法人職員

理事 常務理事 崔 根 福 2012年9月2日 法人職員

監事 非 常 勤 洪 南 基 2010年3月20日 会社役員

監事 非 常 勤 張 界 満 2012年9月2日 弁護士
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２）顧問(非常勤) 5名

氏名 就任(初任) 備考

權 碩 鳳 2001年 元代表理事

具 文 浩 2008年 元代表理事

鄭 煥 麒 2010年 元評議員

呉 亨 鎮 2010年 前代表理事

宋 台 植 2010年 元代表理事

３）奨学生選考委員(外部委嘱学識経験者) 3名

氏名 就任(初任) 現職

曺 基 哲 2008 年 お茶の水女子大学教授

早乙女雅博 2009 年 東京大学教授

柳 赫 秀 2013 年 横浜国立大学教授

４）職員 14名(常勤)

３.「奨学金応募資格」と「名称」問題について

１）奨学金応募資格に関する下記の要望書を受信・受領した。

①朝鮮大学校学長・朝鮮高級学校校長会会長(東京朝鮮中高級学校校長)

「民族学校学生、生徒への奨学生応募資格認定を求める要望書」（2015年5月3日付）

②朝鮮学校全国オモニ会連絡会代表「要望書」(2015年6月12日付)

③第10回中央オモニ大会（9/12）の実行委員会代表４名が来会（2015年9月18日）、大会で

採択された両代表理事あての「要望書」を提出。

２）青丘学院つくば高等学校(2014年度新設)の教員が来会（2015年5月11日）、奨学金願書14

通を提出。

①常勤理事で協議し、奨学会職員が同校を訪問(2015年6月3日)して事実確認した。民族学

校であることが確認されたので、2014年度の常勤理事協議の取り決めに従い、願書を学

校宛に返却した。

②青丘学院つくば中学校・高等学校 金正出理事長名で、「青丘学院つくば高等学校の奨学

金受給希望者に対して誠意ある対応、善処を求める」内容証明（2016年3月14日付）が届

いた。

４．取立債権請求訴訟について

本財団の奨学事業財源である「本館ビル（新宿ビルディング）」建物の４分の１共有持分権に

関わる取立債権請求訴訟および共有物分割請求訴訟は、ともに最高裁決定により決着した。

・取立債権請求訴訟の最高裁決定（2014年12月19日）により本会敗訴となり、賃料収

益分配金20億円（2001年3月期から2012年3月期までの収益分配金全額及び2013年3
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月期の収益分配金の一部）を2015年7月2日、整理回収機構に送金した。

・整理回収機構より「債権について金額的に譲歩することはできない」「2014年度事業報告書

及び決算書、並びに収益分配請求権に関する資料の送付を再度要請する」との文書が届い

た（2015年8月27日付）。

・整理回収機構より「朝鮮総連が取得すべき収益分配請求権として残存する金額を、債権差

押命令で差し押さえているとして、4億9,597万15円を２週間以内に支払うようにとの「催

告書」が届いた（2015年11月18日付）。

・整理回収機構からの「催告書」に対し、本会は、当財団において「新宿ビル特別勘定」と

して留保・保管している1億3,919万8,465円を12月11日に支払い、これを超える請求金の支

払いについては、検討・熟議のうえ判断する予定であるとの「回答書」を整理回収機構に

送付した（2015年12月4日付）。

・整理回収機構より、請求額4億9,597万15円の一部として、12月11日に1億3,919万8,465円を

受領したが、残金3億5,677万1,550円の支払いについて、平成28年１月29日限りに送金する

ようにとの「通知書」が届いた（2015年12月24日付）。

2016年(平成28年)6月 公益財団法人朝鮮奨学会
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【Ⅲ】事業報告の附属明細書

２０１５年度（平成２７年度）事業報告には，「一般社団法人及び一般財団法人に関する法律施行

規則」第３４条第３項に規定する附属明細書「事業報告の内容を補足する重要な事項」に該当する

事項なし。
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公益財団法人 朝鮮奨学会

2015年度(平成27年度)決算書

2015年(平成27年)4月1日～2016年(平成28年)3月31日



(単位：円）

Ⅰ資産の部

１．流動資産

現金預金 249,283,493 286,175,475 △ 36,891,982

未収金 263,645 95,726 167,919

前払金 1,181,154 357,500 823,654

貯蔵品 450,471 805,849 △ 355,378

短期貸付金 1,420,000 760,000 660,000

未収消費税等 0 16,023,100 △ 16,023,100

流動資産合計 252,598,763 304,217,650 △ 51,618,887

２．固定資産

(1) 基本財産

土地 285,125,318 285,125,318 0

定期預金 566,463,140 766,463,140 △ 200,000,000

投資有価証券 200,000,000 0 200,000,000

基本財産合計 1,051,588,458 1,051,588,458 0

(2) 特定資産

退職給付引当資産 51,222,109 44,624,837 6,597,272

建替時奨学事業等積立資産 152,380,952 76,190,476 76,190,476

減価償却引当資産 836,651,000 836,651,000 0

ﾋﾞﾙﾘﾆｭｰｱﾙ引当資産 186,026,523 202,226,523 △ 16,200,000

預り敷金引当資産 874,207,614 877,278,342 △ 3,070,728

新宿ﾋﾞﾙ勘定引当資産 0 1,968,474,821 △ 1,968,474,821

特定資産合計 2,100,488,198 4,005,445,999 △ 1,904,957,801

(3) その他の固定資産

土地 32,561,250 32,561,250 0

建物 1,297,258,720 1,358,967,698 △ 61,708,978

建物附属設備 111,835,572 136,811,530 △ 24,975,958

構築物 3,814,800 0 3,814,800

機械装置 1 360,260 △ 360,259

什器備品 2,156,085 3,158,157 △ 1,002,072

建設仮勘定 16,200,000 1,320,000 14,880,000

ソフトウェア 175,979 281,672 △ 105,693

投資有価証券 15,726,000 0 15,726,000

電話加入権 1,132,212 1,132,212 0

出資金 5,000 5,000 0

敷金・保証金 590,000 590,000 0

その他固定資産合計 1,481,455,619 1,535,187,779 △ 53,732,160

固定資産合計 4,633,532,275 6,592,222,236 △ 1,958,689,961

資産合計 4,886,131,038 6,896,439,886 △ 2,010,308,848

Ⅱ負債の部

１．流動負債

未払金 11,156,763 12,507,527 △ 1,350,764

前受金 111,073,406 113,162,851 △ 2,089,445

未払法人税等 58,346,600 38,720,100 19,626,500

未払消費税等 61,676,100 0 61,676,100

預り金 1,058,484 1,038,476 20,008

流動負債合計 243,311,353 165,428,954 77,882,399

２．固定負債

長期借入金 669,500,000 785,900,000 △ 116,400,000

役員退職引当金 17,272,670 14,014,910 3,257,760

退職給付引当金 33,949,439 30,609,927 3,339,512

新宿ﾋﾞﾙ勘定預り金 0 2,139,198,465 △ 2,139,198,465

預り敷金・保証金 1,146,590,721 1,147,747,449 △ 1,156,728

固定負債合計 1,867,312,830 4,117,470,751 △ 2,250,157,921

負債合計 2,110,624,183 4,282,899,705 △ 2,172,275,522

Ⅲ正味財産の部

１．指定正味財産

土地受贈益 199,879,388 199,879,388 0

受取寄付金 200,000,000 200,000,000 0

指定正味財産合計 399,879,388 399,879,388 0

(うち基本財産への充当額) (399,879,388) (399,879,388) (         0)

(うち特定資産への充当額) (          0) (          0) (         0)

２．一般正味財産 2,375,627,467 2,213,660,793 161,966,674

(うち基本財産への充当額) (651,709,070) (651,709,070) (         0)

(うち特定資産への充当額) (1,175,058,475) (1,115,067,999) (59,990,476)

正味財産合計 2,775,506,855 2,613,540,181 161,966,674

負債及び正味財産合計 4,886,131,038 6,896,439,886 △ 2,010,308,848

当年度 前年度 増減

貸　　借　　対　　照　　表

2016年(平成28年）３月31日現在

科　　　　目



（単位：円）

Ⅰ 資産の部

１．流動資産

現金預金 41,193,526 207,728,364 361,603 249,283,493
未収金 0 263,645 263,645
前払金 1,078,796 102,358 1,181,154
貯蔵品 450,471 450,471
短期貸付金 1,420,000 1,420,000
他会計勘定 1,420,000 5,172,751 △ 6,592,751 0

流動資産合計 44,142,793 213,267,118 1,781,603 △ 6,592,751 252,598,763

２．固定資産

(1) 基本財産

土地 35,009,226 249,516,454 599,638 285,125,318
定期預金 566,463,140 566,463,140
投資有価証券 200,000,000 200,000,000

基本財産合計 801,472,366 249,516,454 599,638 0 1,051,588,458
(2) 特定資産

退職給付引当資産 44,246,590 3,290,278 3,685,241 51,222,109
建替時奨学事業等積立資産 152,380,952 152,380,952
減価償却引当資産 836,651,000 836,651,000
ﾋﾞﾙﾘﾆｭｰｱﾙ引当資産 186,026,523 186,026,523
預り敷金引当資産 874,207,614 874,207,614

特定資産合計 196,627,542 1,900,175,415 3,685,241 0 2,100,488,198

(3) その他の固定資産

土地 23,394,735 7,322,595 1,843,920 32,561,250
建物 65,040,160 1,228,406,197 3,812,363 1,297,258,720
建物附属設備 3,867,231 107,676,237 292,104 111,835,572
構築物 118,259 3,685,097 11,444 3,814,800
機械装置 1 1
什器備品 1,188,169 836,067 131,849 2,156,085
建設仮勘定 16,200,000 16,200,000
ソフトウェア 92,813 72,855 10,311 175,979
投資有価証券 15,726,000 15,726,000
電話加入権 1,132,212 1,132,212
出資金 5,000 5,000
敷金・保証金 590,000 590,000

その他固定資産合計 110,564,579 1,364,789,049 6,101,991 0 1,481,455,619

固定資産合計 1,108,664,487 3,514,480,918 10,386,870 0 4,633,532,275

資産合計 1,152,807,280 3,727,748,036 12,168,473 △ 6,592,751 4,886,131,038

Ⅱ 負債の部

１．流動負債

未払金 11,156,763 11,156,763
前受金 111,073,406 111,073,406
未払法人税等 58,346,600 58,346,600
未払消費税等 61,676,100 61,676,100
預り金 1,061,044 △ 2,560 1,058,484
他会計勘定 458,987 2,591,304 3,542,460 △ 6,592,751 0

流動負債合計 1,520,031 244,841,613 3,542,460 △ 6,592,751 243,311,353

２．固定負債

長期借入金 669,500,000 669,500,000
役員退職引当金 13,818,136 1,727,267 1,727,267 17,272,670
退職給付引当金 30,428,454 1,563,011 1,957,974 33,949,439
預り敷金・保証金 1,146,590,721 1,146,590,721

固定負債合計 44,246,590 1,819,380,999 3,685,241 0 1,867,312,830

負債合計 45,766,621 2,064,222,612 7,227,701 △ 6,592,751 2,110,624,183

Ⅲ 正味財産の部

１．指定正味財産

土地受贈益 6,196,261 193,083,489 599,638 199,879,388
受取寄付金 200,000,000 200,000,000

指定正味財産合計 206,196,261 193,083,489 599,638 0 399,879,388
（うち基本財産への充当額） (206,196,261) (193,083,489) (599,638) (399,879,388)
（うち特定資産への充当額） (          0) (          0) (      0) (          0)

２．一般正味財産 900,844,398 1,470,441,935 4,341,134 2,375,627,467
（うち基本財産への充当額） (595,276,105) (56,432,965) (      0) (651,709,070)
（うち特定資産への充当額） (152,380,952) (1,022,677,523) (      0) (1,175,058,475)

正味財産合計 1,107,040,659 1,663,525,424 4,940,772 0 2,775,506,855

負債及び正味財産合計 1,152,807,280 3,727,748,036 12,168,473 △ 6,592,751 4,886,131,038

合  計公益目的事業会計 収益事業等会計

貸　借　対　照　表　内　訳　表
2016年(平成28年)3月31日現在

科　　　　目 法人会計 内部取引消去



（単位：円）

Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１.経常増減の部
　　（1）経常収益
　　　基本財産運用益 191,751 171,646 20,105
　　　　　基本財産受取利息 191,751 171,646 20,105
　　　特定資産運用益 3,790,934 3,596,370 194,564
　　　　　特定資産受取利息 3,790,934 3,596,370 194,564
　　　事業収益 1,477,915,993 1,219,206,834 258,709,159

　不動産賃貸事業収益 1,477,915,993 1,219,206,834 258,709,159
　　　受取寄付金 0 1,500,000 -1,500,000
　　　雑収益 2,805,920 2,156,745 649,175
　　　　　受取利息 1,269 150,638 -149,369
　　　　　雑収益 2,804,651 2,006,107 798,544
　　経常収益計 1,484,704,598 1,226,631,595 258,073,003

　　（2）経常費用
　　　事業費
　　　　役員報酬 31,298,400 28,706,323 2,592,077
　　　　給料手当 82,257,224 80,169,872 2,087,352
　　　　臨時雇賃金 1,465,631 1,519,735 -54,104
　　　　役員退職引当金繰入額 2,931,984 2,931,984 0
　　　　退職給付費用 3,140,225 3,210,917 -70,692
　　　　福利厚生費 16,951,328 15,740,273 1,211,055
　　　　会議費 191,965 161,891 30,074
　　　　会場費 2,349,242 2,680,231 -330,989
　　　　旅費交通費 9,815,628 9,578,611 237,017
　　　　通信運搬費 3,411,109 3,185,530 225,579
　　　　減価償却費 92,592,972 64,785,216 27,807,756
　　　　消耗什器備品費 329,526 1,586,801 -1,257,275
　　　　消耗品費 3,141,921 2,354,048 787,873
　　　　保守修繕費 59,910,132 16,615,051 43,295,081
　　　　印刷製本費 1,922,249 1,774,062 148,187
　　　　光熱水料費 168,499,852 151,551,861 16,947,991
　　　　賃借料 237,506 212,177 25,329
　　　　家賃・共益費 0 1,149,394 -1,149,394
　　　　保険料 3,332,730 2,736,925 595,805
　　　　諸謝金 17,079,568 1,202,468 15,877,100
　　　　租税公課 238,759,887 142,558,135 96,201,752
　　　　支払奨学金 350,980,000 353,230,000 -2,250,000
　　　　保守管理委託費 121,866,772 104,873,220 16,993,552
　　　　野外活動費 4,549,139 4,490,873 58,266
　　　　支払手数料 14,179,291 3,850,398 10,328,893
　　　　新聞図書費 1,317,671 1,365,504 -47,833
　　　　記念品費 94,122 123,206 -29,084
　　　　諸会費 58,000 58,111 -111
　　　　渉外費 935,722 631,534 304,188
　　　　支払利息 7,041,506 2,657,212 4,384,294
　　　　雑費 537,307 533,287 4,020
　　　　期首棚卸高 805,849 492,628 313,221
　　　　期末棚卸高 -450,471 -805,849 355,378

正 味 財 産 増 減 計 算 書　

2015年(平成27年）4月１日から2016年(平成28年）3月31日まで

前年度 増減科目 当年度



　　事業費計 1,241,533,987 1,005,911,629 235,622,358
　　　管理費
　　　　役員報酬 3,477,600 3,256,000 221,600
　　　　役員報酬(理事会・評議員会交通費） 1,737,372 1,759,643 -22,271
　　　　給料手当 5,152,170 5,122,782 29,388
　　　　役員退職引当金繰入額 325,776 325,776 0
　　　　退職給付費用 199,287 204,186 -4,899
　　　　福利厚生費 1,197,305 1,143,508 53,797
　　　　会議費 478,600 378,878 99,722
　　　　旅費交通費 753,826 727,438 26,388
　　　　通信運搬費 86,217 87,235 -1,018
　　　　減価償却費 378,432 341,301 37,131
　　　　消耗什器備品費 13,932 147,080 -133,148
　　　　消耗品費 284,820 168,617 116,203
　　　　保守修繕費 90,789 108,327 -17,538
　　　　光熱水料費 38,943 37,965 978
　　　　賃借料 26,389 23,575 2,814
　　　　家賃・共益費 0 127,710 -127,710
　　　　諸謝金 4,766,226 4,715,821 50,405
　　　　租税公課 485,413 9,494,308 -9,008,895
　　　　支払手数料 23,826 27,044 -3,218
　　　　新聞図書費 17,382 22,129 -4,747
　　　　渉外費 1,344,080 1,210,304 133,776
　　　　支払利息 21,188 7,996 13,192
　　　　雑費 43,764 40,733 3,031
　　管理費計 20,943,337 29,478,356 -8,535,019
　　　経常費用計 1,262,477,324 1,035,389,985 227,087,339
　　　評価損益等調整前当期経常増減額 222,227,274 191,241,610 30,985,664
　　　基本財産評価損益等 0 0 0
　　　特定資産評価損益等 -1,914,000 -264,000 -1,650,000
　　　評価損益等計 -1,914,000 -264,000 -1,650,000
　　当期経常増減額 220,313,274 190,977,610 29,335,664

　２.経常外増減の部
　　（1）経常外収益
　　　経常外収益 0 0 0
   　経常外収益計 0 0 0
　　(２)経常外費用
　　　雑損失 0 52,655 -52,655
　   経常外費用計 0 52,655 -52,655
   　当期経常外増減額 0 -52,655 52,655
　   税引前当期一般正味財産増減額 220,313,274 190,924,955 29,388,319
　　 法人税、住民税及び事業税 58,346,600 38,720,100 19,626,500
　   当期一般正味財産増減額 161,966,674 152,204,855 9,761,819
　   一般正味財産期首残高 2,213,660,793 2,061,455,938 152,204,855
　   一般正味財産期末残高 2,375,627,467 2,213,660,793 161,966,674

Ⅱ　指定正味財産増減の部
　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0
　　　指定正味財産期首残高 399,879,388 399,879,388 0
　　　指定正味財産期末残高 399,879,388 399,879,388 0

Ⅲ　正味財産期末残高 2,775,506,855 2,613,540,181 161,966,674



（単位：円）

Ⅰ　一般正味財産増減の部
　１.経常増減の部
　　（1）経常収益
　　　基本財産運用益 191,751 191,751
　　　　　基本財産受取利息 191,751 191,751
　　　特定資産運用益 140,000 3,650,934 3,790,934
　　　　　特定資産受取利息 140,000 3,650,934 3,790,934
　　　事業収益 1,477,915,993 1,477,915,993

　不動産賃貸事業収益 1,477,915,993 1,477,915,993
　　　受取寄付金 0 0
　　　雑収益 1,519,534 1,286,296 90 2,805,920
　　　　　受取利息 234 1,035 1,269
　　　　　雑収益 1,519,300 1,285,261 90 2,804,651
　　経常収益計 1,851,285 1,482,853,223 90 1,484,704,598

　　（2）経常費用
　　　事業費
　　　　役員報酬 27,820,800 3,477,600 31,298,400
　　　　給料手当 73,706,024 8,551,200 82,257,224
　　　　臨時雇賃金 1,465,631 1,465,631
　　　　役員退職引当金繰入額 2,606,208 325,776 2,931,984
　　　　退職給付費用 2,946,356 193,869 3,140,225
　　　　福利厚生費 15,325,385 1,625,943 16,951,328
　　　　会議費 191,965 191,965
　　　　会場費 2,349,242 2,349,242
　　　　旅費交通費 9,126,182 689,446 9,815,628
　　　　通信運搬費 3,084,062 327,047 3,411,109
　　　　減価償却費 4,624,721 87,968,251 92,592,972
　　　　消耗什器備品費 125,388 204,138 329,526
　　　　消耗品費 3,092,882 49,039 3,141,921
　　　　保守修繕費 893,498 59,016,634 59,910,132
　　　　印刷製本費 1,922,249 1,922,249
　　　　光熱水料費 350,487 168,149,365 168,499,852
　　　　賃借料 237,506 237,506
　　　　保険料 45,640 3,287,090 3,332,730
　　　　諸謝金 1,430,368 15,649,200 17,079,568
　　　　租税公課 5,642,822 233,117,065 238,759,887
　　　　支払奨学金 350,980,000 350,980,000
　　　　保守管理委託費 121,866,772 121,866,772
　　　　野外活動費 4,549,139 4,549,139
　　　　支払手数料 407,652 13,771,639 14,179,291
　　　　新聞図書費 1,317,671 1,317,671
　　　　記念品費 94,122 94,122
　　　　諸会費 58,000 58,000
　　　　渉外費 448,459 487,263 935,722
　　　　支払利息 218,944 6,822,562 7,041,506
　　　　雑費 396,415 140,892 537,307
　　　　期首棚卸高 805,849 805,849

正 味 財 産 増 減 計 算 書 内 訳 表

2015年(平成27年）4月１日から2016年(平成28年）3月31日まで

科目 法人会計 合計公益目的事業会計 収益事業等会計



　　　　期末棚卸高 -450,471 -450,471
　　事業費計 515,755,196 725,778,791 0 1,241,533,987
　　　管理費
　　　　役員報酬 3,477,600 3,477,600
　　　　役員報酬(理事会・評議員会交通費） 1,737,372 1,737,372
　　　　給料手当 5,152,170 5,152,170
　　　　役員退職引当金繰入額 325,776 325,776
　　　　退職給付費用 199,287 199,287
　　　　福利厚生費 1,197,305 1,197,305
　　　　会議費 478,600 478,600
　　　　旅費交通費 753,826 753,826
　　　　通信運搬費 86,217 86,217
　　　　減価償却費 378,432 378,432
　　　　消耗什器備品費 13,932 13,932
　　　　消耗品費 284,820 284,820
　　　　保守修繕費 90,789 90,789
　　　　光熱水料費 38,943 38,943
　　　　賃借料 26,389 26,389
　　　　諸謝金 4,766,226 4,766,226
　　　　租税公課 485,413 485,413
　　　　支払手数料 23,826 23,826
　　　　新聞図書費 17,382 17,382
　　　　渉外費 1,344,080 1,344,080
　　　　支払利息 21,188 21,188
　　　　雑費 43,764 43,764
　　管理費計 0 0 20,943,337 20,943,337
　　　経常費用計 515,755,196 725,778,791 20,943,337 1,262,477,324
　　　評価損益等調整前当期経常増減額 -513,903,911 757,074,432 -20,943,247 222,227,274
　　　基本財産評価損益等
　　　特定資産評価損益等 -1,914,000 -1,914,000
　　　評価損益等計 0 -1,914,000 0 -1,914,000
　　当期経常増減額 -513,903,911 755,160,432 -20,943,247 220,313,274

　２.経常外増減の部
　　（1）経常外収益
　　　経常外収益 0 0 0 0
   　経常外収益計 0 0 0 0
　　(２)経常外費用
　　　雑損失 0 0 0 0
　   経常外費用計 0 0 0 0
   　当期経常外増減額 0 0 0 0
     他会計振替額 585,643,563 -606,586,810 20,943,247 0
　   税引前当期一般正味財産増減額 71,739,652 148,573,622 0 220,313,274
　　 法人税、住民税及び事業税 58,346,600 58,346,600
　   当期一般正味財産増減額 71,739,652 90,227,022 0 161,966,674
　   一般正味財産期首残高 829,104,746 1,380,214,913 4,341,134 2,213,660,793
　   一般正味財産期末残高 900,844,398 1,470,441,935 4,341,134 2,375,627,467

Ⅱ　指定正味財産増減の部
　　　当期指定正味財産増減額 0 0 0 0
　　　指定正味財産期首残高 206,196,261 193,083,489 599,638 399,879,388
　　　指定正味財産期末残高 206,196,261 193,083,489 599,638 399,879,388

Ⅲ　正味財産期末残高 1,107,040,659 1,663,525,424 4,940,772 2,775,506,855



１．重要な会計方針

(1) 投資有価証券の評価基準及び評価方法

　満期保有目的の債券以外の有価証券

(2) 棚卸資産の評価基準及び評価方法について

貯蔵品 最終仕入原価法による原価基準によっている。

(3) 固定資産の減価償却について

①有形固定資産

建物

建物附属設備 定率法によっている。

什器備品 定率法によっている。

②無形固定資産

ソフトウェア 定額法によっている。

(4) 引当金の計上基準について

役員退職引当金 内規に基づく期末要支給額に相当する金額を計上している。

退職給付引当金 期末退職給与の自己都合による要支給額に相当する金額を計上している。

(5) 消費税等の会計処理について

消費税等の会計処理は、税込方式によっている。

２．基本財産及び特定資産の増減額及びその残高

基本財産及び特定資産の増減額及びその残高は、次のとおりである。

基本財産

土地

定期預金

投資有価証券

特定資産

退職給付引当資産

建替時奨学事業等積立資産

減価償却引当資産

ﾋﾞﾙﾘﾆｭｰｱﾙ引当資産

預り敷金等引当資産

新宿ビル勘定引当資産

３．基本財産及び特定資産の財源等の内訳

基本財産及び特定資産の財源等の内訳は、次のとおりである。

877,278,342

1,968,474,821

874,207,614

0

106,328,952

2,139,198,465170,723,644

2,100,488,198

16,200,000

356,769,616 2,261,727,417

186,026,523

6,597,272 51,222,109

836,651,000

0

76,190,476 76,190,476 0

1,051,588,458

0 0

0

200,000,000

財務諸表に対する注記

（単位：円）

科　　目 前期末残高 当期増加額 当期減少額 当期末残高

定率法によっている。なお、平成10年4月1日以降に取得した建物は定額法
によっている。

　時価のあるもの・・・期末日の市場価格等に基づく時価法（売却原価は移動平均法により算
　　　　　　　　　　　 定）によっている。

小　　計

小　　計

合　　計

1,051,588,458

44,624,837

4,005,445,999

202,226,523

200,000,000

556,769,616

103,258,224

152,380,952

766,463,140 0

285,125,318 0

200,000,000 566,463,140

0 285,125,318

836,651,000

2,461,727,417 3,152,076,656

0 0200,000,000 200,000,000

5,057,034,457



基本財産

土地

定期預金

投資有価証券

特定資産

退職給付引当資産

建替時奨学事業等積立資産

減価償却引当資産

ﾋﾞﾙﾘﾆｭｰｱﾙ引当資産

預り敷金等引当資産

４．固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高

固定資産の取得価額、減価償却累計額及び当期末残高は、次のとおりである。

５．引当金の明細

引当金の内訳並びに当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

（単位：円）

６．借入金の明細

借入金の内訳並びに当期の増減額及び残高は、次のとおりである。

（単位：円）

借入期間： ７年（2014年12月～2021年12月）
借入利率： 0.98%

退職給付引当金

14,014,910 3,257,760 0 0 17,272,670

構 築 物

役員退職引当金

小　　計 1,051,588,458 （399,879,388） （651,709,070） （0）

（366,463,140）（200,000,000）

（200,000,000）200,000,000

836,651,000

科　　目 当期末残高
（うち指定正味財
産からの充当額）

（うち一般正味財
産からの充当額）

（うち負債に対応す
る額）

186,026,523

566,463,140

（単位：円）

（85,245,930）285,125,318

（874,207,614）

（836,651,000）

（186,026,523）

合　　計 3,152,076,656 （399,879,388） （1,826,767,545） （925,429,723）

小　　計

建 物

ソ フ ト ウ ェ ア 7,405,778

当期末残高

（単位：円）

7,255,788 7,255,787 1

4,400,000

2,350,031,743

16,200,000

期末残高
目的使用

当期減少額

（925,429,723）

機 械 装 置

合　　計

什 器 備 品

科　　目 取得価額

33,949,439

2,640,609,805 1,431,441,157

26,076,430 23,920,345 2,156,085

175,979

4,072,050,962

7,229,799

（51,222,109）

（199,879,388）

2,100,488,198 （0） （1,175,058,475）

152,380,952 （152,380,952）

51,222,109

874,207,614

減価償却累計額

三菱東京UFJ銀行

借入先 期首残高 当期借入額

建 設 仮 勘 定

科　目

30,609,927 3,339,512 0

0

期首残高
その他

当期増加額

当期返済額

1,052,773,023 1,297,258,720

585,200 3,814,800

0

期末残高

785,900,000 0 116,400,000 669,500,000

建 物 付 属 設 備 1,660,681,223 1,548,845,651 111,835,572

16,200,000



１． 基本財産及び特定資産の明細

基本財産及び特定資産の明細は、財務諸表に対する注記２.基本財産及び特定資産の増
減額及びその残高に記載のとおりである。

２． 引当金の明細

　引当金の明細は、財務諸表に対する注記５.引当金の明細に記載のとおりである。

附属明細書


